
創刊号

　本学が開学した翌年、つまり 1994 年３月に図書

館報『Camellia』が創刊されている。創刊号を見ると、

当時の図書館長、森薗英輔教授（故人）が、挨拶文を

書かれている。

　教授はそのなかで「附属図書館のレーゾン・デート

ルが揺らぐことのないように常に環境変化に目配りし

つつ機能の拡充に心掛けるつもりである」と表明され

ている。

　その後、『Camellia』は、ほぼ毎年１回のペースで

発行され、2006 年５月の第 13 号で終刊を迎えた。

理由は、2007 年４月の本学の法人化に伴い、大学

広報誌『PASSION』に統合されたためである。それ

以降は、図書館広報をメインとする冊子のない状態が

続いていた。

　一方、『Camellia』の終刊との因果関係は定かでな

いが、本学学生の図書館利用に関しては、残念ながら

減少傾向が明白である。

　たとえば、入館者数と１日平均利用者数に関して、

2003 年、2009 年を比較すると、前者は 87,258

人と 365 人、後者は 58,046 人と 239 人で、かな

りの減少である。学生貸出冊数に関しては、2009

年は減少傾向に歯止めがかかった。土曜日の試行開館

を行ったことも背景にあると思われるが、本当に歯止

めがかかったかは不透明である。

　いずれにしても、学生の図書館利用の増加のために

は、さまざまな方策が必要であろう。その一つが、今

回の図書館広報紙の発行である。

　他大学の実態はどうだろうか。本学と同じ社会科学・

人文科学系の学部を持つ公立大学のうち、64％が図

書館広報紙（誌）を発行し、学生の利用促進に努めて

いるようだ。

　したがって我々も、学生の図書館利用を改善するた

めに図書館広報紙の発行を必要不可欠と認識し、準備

を進めてきた。その過程でテーマとなったのが、広報

紙の名称だった。担当の図書広報部会で、学生向けの

アンケート調査を実施することが決まった。その結果

を踏まえて、部会で再協議した結論が「Camellia」だっ

た。

　2007 年４月に急死された川又祥平先生が、

『Camellia』の最終号に寄稿されている。タイトルは

「電通時代の私の図書館体験から」。そのなかで先生は、

広告会社ではリベラル・アーツが基本、図書館の利用

価値、所蔵ＡＶ資料の周知とさらなる充実を、といっ

た流れで持論を展開されている。

　私が重く受け止めた文言は次の通りである。「大学

図書館も、学生にとって長時間いても居心地のいいス

ペースになるようさらに改善が図られていってほしい

と思う」。キーワードはやはり「居心地のいいスペース」

だろう。

　森薗先生の「図書館のレーゾン・デートル（存在理

由）」、川又先生の「居心地のいいスペース」、この二

つを胸に、今後の図書館のあり方を考えてみたい。そ

のためのツールとして『Camellia』を活用していき

たい。

　最後に、この図書館広報紙の発刊に向けて尽力をい

ただいたすべての皆さんに感謝して、挨拶の言葉に代

えたい。

図書館広報紙「Camellia」の発刊にあたって　　　　　　　附属図書館長　山口　裕司
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私の図書館活用術
～ 中国文化論ゼミ
　　　　　山口 亜砂子さん（４年）の場合 ～
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ＹＯＭＭＵ！！ ～ おすすめの１冊 ～

『関口知宏の中国鉄道大紀行 : 最長片道ルート 36,000km をゆく』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関口知宏著／徳間書店　

この本は実は、私自身が購入申請をして図書館に入れてもらった本です。同タイトルのテレビ番組中に俳優の関口知宏氏が

スケッチブックに書いた絵や文章を本にまとめた一冊です。内容は中国の鉄道を旅した記録で、主に関口氏が人々との交流の

中で体験したことや感じたことなどが描かれています。私は中国に留学する前に、このテレビ番組と本を見て、「絶対に中国

の鉄道に乗ろう！」と決意し、実際に蘇州から西安まで寝台列車に乗り旅をしました。近年、反日デモや領土・歴史など様々

な問題などの報道で中国人＝怖いという印象を持つ人が多いと感じます。しかし、この一冊で描かれているのはテレビなどの

媒体を通さない生身の人と人との交流です。国籍を通したＡ人とＢ人の交流ではない、自分と他者との交流の暖かさに触れる

ことが出来ます。中国だけでなく、外国に留学を考えている人や卒業後は海外で働きたいという人にはぜひ読んで欲しいと思

います。

　この他にも、図書館には数多くの本がありますし、一年間に十冊、１万円以内で購入申請が出来ます。卒業までに、ぜひお

気に入りの一冊を探してみてください。　　　　　　　

おすすめしてくれた人⇒　中国文化論ゼミ（４年）　山口亜砂子さん



このように、 キーワードで検索をする場合は、 入力する検索語によって検索結果が大きく変わります。

与えられたテーマや課題の言葉をそのままキーワードに入力するのではなく、 その言葉から連想される言葉を入力したり、

区切りの位置を変えてみる等、 工夫して再度挑戦をしてみて下さい。

検索結果
６件

１０件
２０件

キーワード
『宮崎県観光』

『宮崎県　観光』
『宮崎　観光』

例）　「宮崎の観光」 に関する本を探している場合

※ キーワード検索について

簡易検索画面

必要事項を入力し終わったら

「検索」ボタンをクリック！

★資料種別
チェックを入れることで、
「図書」のみ、「雑誌」のみの
検索も可

★キーワード
書名や著者名などが不明の
場合などに、活用すると
便利！　※ キーワード検索

★著者名 /出版者 etc…
具体的に指定出来る場合、
各街頭項目に直接入力

①　図書館のＨＰにアクセス！（自宅にあるＰＣからでもＯＰＡＣは利用可能です）

②　宮崎公立大学附属図書館蔵書検索（ＯＰＡＣ）をクリックします。

すると、以下のような【簡易検索画面】が表示されます。
早速、検索を行ってみましょう。

ＯＰＡＣには「簡易検索」と「詳細検索」があります。

今回は、「簡易検索」の方法を紹介します。

「詳細検索」は、より資料を見つけやすくするために、

検索項目が増えています。

ＯＰＡＣの基本的な使い方

本学図書館には１１万冊の図書が納められています。

その中から自分の読みたい本や探している資料を見つけるのに

便利なアイテムがあります。

それがＯＰＡＣ（オーパック :Online Public Access Catalog） です。

今回は、ＯＰＡＣの基本的な使い方や図書情報の見方 ・ 資料の見つけ方について

紹介していきます。

来・ぶらり



図書館の広報紙が完成しました！　以前に発行していた『Camellia』とは、
名前こそ一緒だけれど、装いも新たに、内容も一新！　
なかなかの出来栄えじゃないですか？（←自画自賛）　学生・教員・図書館職員などなど、
様々な視点から「知って得する」図書館の情報を皆さんにお届けします。次号もお楽しみに！　

新入生のみなさん、入学おめでとうございます。
これからの大学生活、楽しみですねぇ。
新入生に限らず、在学生の皆さんも
『新生活に図書館を大いに活用』っていうのもいいと思うんですが・・・
いかがでしょう？？
ぜひぜひ、図書館に足を運んでみてください。お待ちしてまぁ～す（＊＾□＾＊）

小さな図書館だけれども、どんどん発信☆　じゃんじゃん活用☆
と言う願いを込めて、創っちゃいました《reborn》な『Camellia（創刊号）』！！
今後ますます内容を充実させて、図書館とそこの「ア・ナ・タ」をより近しい間柄に
していけたらと願っています。まずは、ご一読あれ～♪

宮崎公立大学 附属図書館 広報紙 
ー Camellia ー vol.1
2011 年２月

発行：宮崎公立大学附属図書館
〒880-8520　宮崎市船塚 1丁目 1-2

TEL：0985-20-4814
URL：http://www.miyazaki-mu.ac.jp/library/
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「分類番号 」で

大体の棚の位置を把握

※「分類番号」「著者記号」については、「２．検索結果の見方のポイント」を参照

書棚へ行き、

「分類番号」を探す

探している本を
発見！！

「分類番号 」が見つかったら

「著者記号 」を探す

３資料の見つけ方

２検索結果の見方のポイント

書誌詳細画面

請求番号：本の背表紙の下方に貼付されている 
　　　　　　右図のシールで表わされています。　→
上段（分類番号）→０００～９００の順に本棚に
　　　　　　　　並べらています。
　　　　　　　　（本によっては、小数点以下あり）
下段（著者記号）→アルファベット＋２桁の数字で構成。
　　　　　　　　分類番号で並べたものを更に、著者記号順
　　　　　　　　に並べています。

017.7
O67

分類番号
著者記号

★配置場所
本が置かれている場所

＊＊＊どこかわからない時は
図書館職員にお尋ね下さい。

★禁帯出区分
帯出可：貸出可能
禁帯出：館内での利用のみ

★状態
「貸出中」になっている時は、
予約をすることが可能です。
ご利用下さい。
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